
  

一 

公
文
書
院
の
設
置
等
に
よ
る
公
文
書
等
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
案
） 

（
目
的
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
公
文
書
等
（
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
。
以
下
「
公
文

書
管
理
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
公
文
書
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
管
理
を
め
ぐ
る
近
年
の
状
況

に
鑑
み
、
独
立
性
及
び
専
門
性
を
も
っ
て
公
文
書
等
の
適
正
な
管
理
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
公
文
書
院

の
設
置
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
並
び
に
公
文
書
院
の
設
置
に
伴
い
講
ぜ
ら
れ
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

公
文
書
等
の
管
理
の
適
正
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
公
文
書
院
の
設
置
に
関
す
る
基
本
理
念
） 

第
二
条 

公
文
書
院
は
、
独
立
性
及
び
専
門
性
を
も
っ
て
、
一
元
的
な
行
政
文
書
（
公
文
書
管
理
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す

る
行
政
文
書
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
管
理
に
資
す
る
よ
う
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
統
一
的
な
基
準
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
中
立
公
正
な
立
場
に
お
い
て
行
政
文
書
の
管
理
の
状
況
を
継
続
的
に
監
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
文
書
の
管
理

の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
設
置
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

（
公
文
書
院
の
設
置
の
た
め
の
措
置
等
） 



 

二 

第
三
条 

前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
内
閣
の
所
轄
の
下
に
公
文
書
院
を
置
く
も
の
と
し
、
政
府
は
、
次
条
か
ら
第
六
条

ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

公
文
書
院
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
以
内
に
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。 

（
公
文
書
院
の
基
本
的
な
事
務
） 

第
四
条 

公
文
書
院
が
つ
か
さ
ど
る
基
本
的
な
事
務
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
事
務 

二 

行
政
機
関
（
公
文
書
管
理
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
行
政
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
け
る
行
政
文
書
の

管
理
状
況
の
監
視
（
行
政
機
関
の
職
員
か
ら
の
通
報
を
受
け
て
行
う
も
の
を
含
む
。
）
に
関
す
る
事
務 

三 

行
政
文
書
の
管
理
の
た
め
の
行
政
機
関
が
共
用
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
及
び
管
理
に
関
す
る
事
務 

四 

歴
史
公
文
書
等
（
公
文
書
管
理
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
歴
史
公
文
書
等
を
い
う
。
）
の
保
存
及
び
利
用
に
関
す

る
事
務 

五 

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
人
材
の
育
成
に
関
す
る
事
務 

（
公
文
書
院
の
組
織
に
関
す
る
基
本
的
事
項
） 



  

三 

第
五
条 

公
文
書
院
の
組
織
は
、
独
立
性
及
び
専
門
性
を
も
っ
て
そ
の
所
掌
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
整
備
さ
れ

る
も
の
と
す
る
。 

２ 

公
文
書
院
に
、
前
条
第
四
号
に
掲
げ
る
事
務
を
行
わ
せ
る
た
め
、
公
文
書
館
を
置
く
も
の
と
す
る
。 

（
公
文
書
院
の
権
限
に
関
す
る
基
本
的
事
項
） 

第
六
条 

公
文
書
院
は
、
そ
の
所
掌
す
る
事
務
に
関
す
る
規
則
の
制
定
、
行
政
機
関
に
お
け
る
行
政
文
書
の
管
理
状
況
の
調
査
、

行
政
機
関
の
長
に
対
す
る
行
政
文
書
の
管
理
に
つ
い
て
の
勧
告
そ
の
他
第
四
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
を
的
確
に
行
う
た
め
に

必
要
な
権
限
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
公
文
書
院
に
対
す
る
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
通
報
を
し
た
職
員
の
保
護
） 

第
七
条 

政
府
は
、
行
政
文
書
の
管
理
に
お
け
る
不
正
行
為
の
防
止
に
資
す
る
た
め
、
公
文
書
院
に
対
す
る
行
政
文
書
の
管
理

に
関
す
る
行
政
機
関
の
職
員
か
ら
の
通
報
に
つ
い
て
、
当
該
通
報
を
し
た
職
員
の
保
護
に
関
し
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。 

（
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
人
材
の
活
用
） 

第
八
条 

政
府
は
、
専
門
的
知
識
に
基
づ
く
適
正
な
公
文
書
等
の
管
理
を
確
保
す
る
た
め
、
第
四
条
第
五
号
の
公
文
書
等
の
管



 

四 

理
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
人
材
に
つ
い
て
、
行
政
機
関
へ
の
配
置
等
こ
れ
を
活
用
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

附 
則 

 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



  

五 

理 

由 
公
文
書
等
の
管
理
を
め
ぐ
る
近
年
の
状
況
に
鑑
み
、
公
文
書
院
の
設
置
等
に
よ
る
公
文
書
等
の
管
理
の
適
正
化
を
推
進
す
る

た
め
、
独
立
性
及
び
専
門
性
を
も
っ
て
公
文
書
等
の
適
正
な
管
理
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
公
文
書
院
の
設

置
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
並
び
に
公
文
書
院
の
設
置
に
伴
い
講
ぜ
ら
れ
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


